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南アルプスニホンジカ対策方針 改訂の経緯、ポイント 

 

１．経緯 

・ 現行の南アルプスニホンジカ対策方針（平成 28 年３月）（以下、「対策方針」）の見

直しから令和２年度末で丸５年が経過（「見直しは５年を目途に行う」旨を規定）。 

・ 令和２～３年度に対策方針に係る取組の実施状況等に関するレビューを行うととも

に、令和３年度に対策方針の見直しを行う。 

 

２．見直しのポイント 

近年のモニタリングデータ、対策の実施状況、法令の改正等ふまえ、以下の事項につい

て見直しを行った。 

 

○対策方針 

項目 見直し事項 

１．背景及び目的 最近 5年程度のニホンジカ、植生、対策の状況を追記。 

２．保全対象 （修正なし） 

３．対策実施対象区域 （修正なし） 

４．対策目標 （修正なし） 

５．対策の実施方針 防鹿柵の設置、捕獲、モニタリングをセットで実施し、より

効果的な対策を行うことを追記。 

指定管理鳥獣捕獲等事業について追記。 

高山・亜高山帯での捕獲に係る対応について追記。 

６．実施体制 指定管理鳥獣捕獲等事業について追記。 

高山・亜高山帯での捕獲に係る対応について追記。 

重複した記載を削除。 

７．その他 （修正なし） 
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○対策方針 別紙 

項目 見直し事項 

１．保全対象地の選定

について 

最近５年程度の植生状況をふまえた区分の変更。 

保全対象地の位置を示した地図を追加。 

２．各対策の実施につ

いて 

夏期（６～９月）に、高山・亜高山帯の保全対象地の近くで

捕獲を行うことを追記。 

シカの季節移動をパターン分けし、捕獲の考え方を示した図

を追加。 

実施の可能性が低い捕獲方法、モニタリング項目を削除。 

高山・亜高山帯での捕獲に係る対応について追記。 

指定管理鳥獣捕獲等事業について追記。 

防鹿柵のメンテナンスに係るポイントを追記。 

 

３．スケジュール 

令和３年 

２月 10 日 令和２年度シカ WG   

南アルプスニホンジカ対策の現状と課題（中間報告） 

11 月５日  有識者への合同ヒアリング 

12 月 22 日 令和３年度シカ WG（第１回）   

南アルプスニホンジカ対策方針改定素案 

 12 月 23 日 改定素案についてＷＧ構成員に意見照会（回答〆令和４年１月 14 日） 

 

令和４年 

２月 14 日 令和３年度シカ WG（第２回） 

南アルプスニホンジカ対策方針改定案 

６月７日 令和４年度南アルプス自然環境保全活用連携協議会 総会 

  南アルプスニホンジカ対策方針の改定 


